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<要旨>
マクロ経済学とは，ケインズの『一般理論』 (Keynes 1936) で展開された有効需要の論理にもとづく

国民所得決定の理論のことであるとされてきた。それは，「供給はそれ自らの需要を生み出す」という命

題の形で提示されている「セイの法則」に則った「古典派」経済学の理論では解明できなかった，大恐

慌における大量失業の問題にたいして，理論的解明を与えたものであった。Keynes (1936, p. 178) が批

判を加えている「古典派」経済学の場合，資金供給としての貯蓄は，利子率の調整によって，投資の資

金需要に振り向けられ，貯蓄と投資は均等するものとされている。これにたいして，新しい経済学とし

てのマクロ経済学では，有効需要の論理にもとづき，「貯蓄と投資の均等は，所得とのかかわりによって

もたらされる」ものであるとされている。そして，その場合，「貯蓄は投資によって決定される」もので

あることが明らかにされている。つまり，セイの法則を否定し，これら 2 つの命題を提示することによ

って誕生したのがマクロ経済学であると言える。その意味で，これら 2 つの命題こそが，マクロ経済学

を成立させるための「基本前提」と見なされるものなのである。そして，それらは，全て Keyens (1936)
に先立つ Kalecki (1933) において提示されていたものなのである。マクロ経済を扱いながらも，「古典

派」の経済理論にもとづき分析を手がける経済学は，決してマクロ経済学であるとはいえないのである。

<目次>

I. はじめに

II. 有効需要の論理に基づく所得決定

1. Samuelson (1948) の「45 度線モデル」

2. 投資と貯蓄の均等

III. 考察

1. Kalecki (1933)

2. 利潤方程式の導出

3. 利潤方程式の構成要素

4. 方程式体系

IV. むすび

図 1 Samuelson (1948, p. 260) をもとにして作成
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図 2 Samuelson (1948, p. 259)

(1) P = Ck + A

(1') P－Ck = A

(2) Ck = B0 +λP

(2') Ck =λP

(3) P = { 1 / (1－λ) } A

(4) P－Ck = S

(4') ( 1－λ) P = S
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